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～あなたの暮らしの安心をお手伝いします～
地域福祉権利擁護事業のご案内
地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）とは、判断能力に自信がな

く、生活に不安のある高齢者や障がい者が、住みなれた地域で安心して暮らせるよ
う、社協の職員が自宅を定期的に訪問し、福祉サービスに関する相談をお受けしたり、
預貯金の払い戻し等の支援、見守りを行う事業です。
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【利用できる方】
認知症、知的障がい、精神障がいなどで、判断能力が十分でな
いため、自分ひとりで契約などの判断をすることが不安な方や、
お金の管理に困っている方などが利用できます。
例・ホームヘルパーやデイサービスなどの福祉サービスを利用
したいけど、どうしたらよいかわからない。

・役所や銀行などから書類が届いても、内容がよくわからない。
・年金や生活費のやりくりがうまくできない。
・お金の管理が心配
・もの忘れなどで現金や通帳、印鑑などの大切なものをどこにしまっ
たか、わからなくなってしまう。

【利用料】
相談は無料ですが、生活支援員（社協職員）による援助を受け
た場合、１回あたり1時間を基本とし900円の利用料が必要で
す。ただし、令和５年１０月１日より料金が改定され1,200円の利
用料が必要となりますので予めご了承ください。

【サービス内容】
①福祉サービスの利用のお手伝い
福祉サービスを安心して利用できるよう相談を受けます。
・福祉サービスの情報提供、助言、利用する（やめる）ための手続き
・福祉サービスについての不満があるとき、苦情解決制度の利用援助

②日常的なお金の出し入れのお手伝い
毎日の生活に欠かせないお金の出し入れをお手伝いします。
・年金や福祉手当等の受領に必要なお手伝い
・生活費の定期的なお届け、お金の使い方についての相談、助言
・福祉サービス利用料や医療費、公共料金などの支払いのお手伝い

③大切な書類などのお預かり
保管できるもの
・年金手帳、証書、預貯金通帳、印鑑、キャッシュカードなど

④定期的な見守り
社協の生活支援員が定期的に訪問し、ご本人の生活状況の
確認、見守りを行います。
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